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【稼働件数】
2026年4月～8月
・松江圏域 43名
・米子圏域 46名

おかげさまで、転院時に多くの方にご利用いただいています。
リンクにはベテランドライバー、ドライバー補助者、看護師が乗
務し、必要に応じて車内での酸素吸入、吸引、輸液管理を
行います。ストレッチャー、車椅子いずれでも対応しています。
ご要望があれば当院から病衣を持って伺います。
お迎え時には、病棟のスタッフさんから直近のご様子などに
ついて申送りを受けることができ、車内では患者様やご家族
からお話を伺う有意義な時間になっています。当院の病棟ス
タッフと情報共有し今後の看護に活かしています。
転院の際は、ぜひご利用ください。

安来第一病院では、転院患者様のスムーズな受け入れができるよう、急性期病院との入院前WEBカンファレンスを
実施しています。急性期病院スタッフ、患者様にも参加していただき、転院前より顔がみえる関係づくりができるようになり
ました。 以前は必要に応じ急性期病院を訪問し状態の確認を行っていましたが時間が取りにくいことや、複数名での
参加が難しいといった課題がありました。WEBシステムを利用することにより、院内で手軽に実施ができ、多職種の参加
もしやすくなり実施件数も増えてきています。

実際にWEBカンファレンスを実施した患者様からは、転院時に
「あの時にも会ったね」と声をかけていただくことがあり、転院後の
面談等リラックスされている様子がうかがえました。
また、転院日に近い日付で実施をすることで、よりタイムリーな
情報を得ることができ、患者様の療養環境や、リハビリプログラム
をより充実した内容で準備することができ、カンファレンス実施の
効果を感じております。
今後も急性期病院の協力を得ながら、スムーズな転院受け入
れに努めていきたいと思います。

回復期リハビリテーション病棟 師長 古志野千鶴

Webカンファレンス

送迎車リンク 看看連携

転入院された患者様の看護情報を頂くことに対して、
当院では転入院された後の看護情報を紹介していただ
いた病院の病棟看護師に向け「看護返書」として報告
しています。急性期病院の看護部からは「当院の看護
の評価にもなるので有意義ですね」「回復された患者
様の様子を知り安心しました」と評価していただいていま
す。
鳥取大学医学部附属病院とは転入院後の患者情
報の報告、対応の相談、看護技術相談を定期的に
WEBミーティングしています。また松江赤十字病院とは
転入院された患者様のストマケアの相談をWEBで行い、
皮膚の状態が明らかに改善しました。
情報共有することは、患者様にとってより良いケアを受
けることが可能になり、看護師にとっては「看護への思
い」を共感する機会となり、看看連携の強化として今後
も進めていきたいと思います。

地域連携室 師長 田中朱美

転院前から退院後まで看看連携に取り組んでいます



カウンセリングについて
カウンセリングでは、時間をとってじっくりと自分に向き合い、悩みや不安と付き合っていく方法をみなさまに
寄り添いつつ、一緒に考えます。

当院では公認心理師が専門知識と技術を用いて
ご相談に応じます（予約制）。
対象は幼児期から老年期まで幅広く受け付けております。

こんなお困り事ありませんか？
・職場や学校の悩み
・対人関係の悩み
・自分自身の性格や無気力、不安などの悩み
・夫婦関係、家族内の人間関係の悩み
・子ども、子育てに関する悩み
（発達や不登校、夜尿、チックなど）

カウンセリングをご希望の際は、まずはメンタルヘルス外来をご受診下さい。
医師の指示のもとカウンセリングを実施しますので、担当医師にご相談ください。
初めての方はまずはお電話ください。

精神科訪問看護について
当院では、精神疾患を持ちながら地域で暮らす方の「再発予防」や「自立」を支えるため訪問看護を行っ
ています。

◆対象：安来第一病院精神科に通院・入院中（退院予定）の方
原則、安来市にお住まいの方
（その他の方はご相談ください）

◆日時：月～金 9：00～16：30
（1回30分～1時間程度）

◆回数：原則、週3回まで
（退院後3か月以内・病状悪化時は週5回まで可能）

◆費用：医療保険・自立支援医療適用

■主なサポート内容
・再発予防：服薬確認、精神、身体症状の観察、受診支援
・生活支援：日中活動、金銭管理、食事、入浴などの

アドバイス、家族ケアなど
・社会資源：障害福祉サービス、介護保険サービス利用に関する支援、関係機関との連携など

主治医や関係者の皆様と綿密に連携を図り、訪問時の様子など定期的にフィードバックさせていただきます。
「治療中断を防ぎたい」「生活面の支援が必要」「家族の負担を軽減したい」などの事例がございませんか。
ご本人やご家族の同意を得て迅速に訪問を開始いたします。
ご相談やご不明な点がございましたら、当院の地域連携室、またはメンタルヘルス外来までお気軽にご相談
ください。

精神科訪問看護、カウンセリングについては、下記までお問い合わせください
・メンタルヘルス外来 0854-22-2891
・本館地域連携室 0854-22-3411（代表）
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